
 

令和６年度シラバス     （工 業）学番 37 新潟県立長岡工業高等学校 

教科(科目) 工業（工業情報数理） 単位数 ２単位 

科・コース 工業科全学科 学年 １年 

使用教科書 実教出版『工業情報数理』 

副教材等 『新「情報」活用テキスト』『新「情報」活用ドリル』 

 
１．グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 
○グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 
～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 
①主体的に課題を見つける感覚を養い、自ら学び、解決策を創造する資質・能力と産業社会で求められる倫理

観と規範意識を育成します。 
②生涯にわたって学び続ける意欲を養い、新たな産業に柔軟に対応する自己指導力を育成します。 
③国際的視野に立って考える姿勢を養い、地域の発展と豊かな暮らしに貢献するために必要な思考力、発想力

を育成します。 
○カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 
①共通教科の学びを強化して、基礎学力の定着を図ります。 
②工業高校で学ぶ基本的な知識や技術を習得し、課題研究や新しい IT 技術について、主体的な学び方と実践

する場を設定します。 
③将来、国内・国際社会で活躍するために必要なコミュニケーション能力や英語力の向上を図り、多様な価値

観を持つ仲間との協働的学習を行います。 
 

 

２ 学習目標 

 工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展を担う職

業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，関連する技術を身に付け

るようにする。 

（2）工業の各分野の技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 

３ 指導の重点 

・専門教科学習ならびに情報技術に不可欠である科学技術計算手法と数値処理の基礎知識を理解させる 

・論理的思考を養うため、プログラム言語・ハードウェアの基礎知識を習得させる 

・情報機器を適切に活用して情報社会に積極的に参画する態度を育てる 

 

 

 



４ 評価の観点の趣旨 
知識・技術 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

 ・情報処理の有用性を理解し、論

理演算、アルゴリズム、プログラム

など個々の知識を習得している。 

・科学技術計算手法と数値処理の基

礎知識を理解している。 

 ・情報処理を行う上での論

理的に思考し、判断できる。 

・課題解決のための演算を適

切に行うための解決策をプロ

グラムとして適切に表現でき

る。 

・情報、プログラム、あるいは情報機器

に対して関心を持ち、積極的に理解し

ようとする意欲や態度を身につけよう

と自ら学び、工業の発展に主体的にか

つ協働的に取り組む態度を身に付けて

いる。 

５ 評価規準と評価方法 

評 

価 

方 

法 

知識・技術 a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

 以上の観点を踏まえ､ 

課題の内容･提出状況 

小テスト 

定期考査 

などから､評価します｡ 

 以上の観点を踏まえ､ 

課題の内容･提出状況 

小テスト 

定期考査 

などから､評価します｡ 

 以上の観点を踏まえ､ 

出席状況 

授業態度 

課題の内容･提出状況 

などから､評価します｡ 

６ 学習計画 

月 単元名 時数と領域 教材名 学習活動(指導内容) 評価の観点 評価方法 
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６ 
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９ 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

産業社会と

情報技術 

定期考査 

 

 

 

 

定期考査 

12 

 

14 

情報モラル

の理解と機

器の取扱い

方法の習得 

産業社会と

情報技術 

 

・情報と生活 

科学技術計算の実践的、応用的計算手法についての実践

的演習 

・情報化の進展と発達について理解する 

・プライバシーの保護、ネチケットなど自分と他人の 

権利を守ることやモラルの重要性を理解させる。 

・コンピュータウイルス対策や情報の不正利用 

防止のための基本的な技術を理解させる 

b 

 

a,b 

 

 

 

a,b 

練習ドリル 

（記述の点検） 

 

コンピュー

タの基本操

作とソフト

ウェア 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

定期考査 

C による 

プログラミン

グ 

コンピュータ

ネットワーク 

コンピュータ

制御 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

P 検定受検 

16 

パソコンを使

い、ソフトウェ

アの起動・操作

の修得 

タイピングの

練習 

10 

C の特徴 

コンピュータ

ネットワーク

の構成 

コンピュータ

制御の基礎･概

要 

 

18 

P 検定受検 

タイピング

練習ソフト 

Word 

 

 

Excel 

 

 

 

 

 

 

プログラミ

ングソフト 

 

 

 

 

 

P 検練習問題 

 

・P検テキストを活用して、タイピングの技能を修得する。 

・P検テキストを活用して、Wordの様々な技能を修得する。 

・P検テキストを活用して、Excelの様々な技能を修得する。 

・プログラムにおける基本命令を理解させる 

・プログラム作成技術を習得させる 

・コンピュータネットワークについて理解させる 

 

・コンピュータ制御の考え方について理解させる 

・情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法をプログラミングとネットワ

ークのデータ活用で理解させる 

 

 

 

 

 

・P検試験に向けて、模擬問題を解く。P検を校内で受験す

る。 

・ワープロ、表計算、プレゼンテーションソフトの演習 

a,c 

 

 

a,b 

 

 

 

 

 

a,b 

a,c 

 

 

 

 

 

a,b,c 

タイピング結

果 

（得点） 

 

課題の結果 

 

 

 

 

 

課題の結果 

 

 

 

 

 

P 検結果 

（合否） 

     計 70 時間（50 分授業） 

 



７ 課題･提出物等 
・ P検テキストを活用して、Wordの、Excel、情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの内容に応じた課題の提出があります。 
・ テーマ終了後１週間以内を提出期限とします。 

※ 評価に大きく関わりますので必ず提出してください。 

 

８ 担当者からの一言 

・コンピュータの有効利用（作業の効率化など）やアルゴリズムをプログラム作成だけではなく、身近な問題

を解決する際の一つの手法として理解し利用できるようになること。 

 
 


